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読書会



今日のスケジュール

読書会（21時5分位から1時間）
⚫担当：根本泰行

シェア会（読書会の後）
⚫担当：あんどうさわこ



アリス・ベイリー（Alice Ann Bailey, 1880年6月16日 - 1949年12月15日）
神秘主義関係の著作家で、神智学協会から派生した「アーケイン・スクール（不朽の知恵、

秘教占星学）」の創立者。
米国では神智学協会に参加、ここでブラヴァツキーの著書に接し、協会員となった。1920

年、アメリカ神智学協会で働く神智学者フォスター・ベイリーと再婚。その前年、大師（マ
ハトマ）のジュワル･クール（英語版）からのメッセージを受け取るようになったという。

1922年、夫妻はルシファー出版社（後年、ルシス・トラスト（英語版）に改名）を設立。
1923年、彼女は「アーケイン・スクール」（Arcane School）という団体を創設し、大師か
ら受けたという教えを広めた。
『テレパシーとエーテル体』Telepathy and the Etheric Vehicle. (1950)



ジュワル・クール大師（Djwal Khul）翻訳書3~4頁
私は他の人々と同じような肉体をまとってチベットの辺境に住んでいる。そして、私の責

務が許すときには、（現世的な意味で）時にはチベットのラマ僧の大きな一団を統括してい
る。私がこのラマ寺院の院長であると伝えられているのはこの事実によるものである。
私は一般の学ぶ人々よりも少しだけ長く道を歩み、そのためより大きな責任を背負う、あ

なた方の兄弟である。
私が書いた本は、受け入れるよう要求することなく世に出される。それらは正しく真実で

有益なものかもしれないし、そうではないかもしれない。それらが真実であるかどうかを適
切な実践と直感の修練によって確信するのはあなた方の役目である。
語られていることが結果として確証に結びつくならば、もしくは、類似（対応）の法則の

もとで照らし合せて正しいと思われるならば、それは申し分のないことである。しかし、そ
うでないならば、言われたことを受け入れてはならない。





アリス・ベイリー原著
https://www.lucistrust.org/online_books/telepathy_and_the_etheric_vehicle_obooks



惑星ロゴス p.210：1行目以降

⚫ 【根本のスライド】惑星ロゴス
➢ 12枚の花弁を持つ蓮華である太陽系の中で、1つの偉大な蓮華として存
在している。そして、流入する多くのエネルギーに感応している。

➢ 【参考】『秘教占星学 (下)』(p.133) 12の惑星＝7つの聖惑星（ヴァルカン、
水星、金星、木星、土星、海王星、天王星）＋5つの非聖惑星（火星、地
球、冥王星、月、太陽）

⚫ 【Yukoさんの別解釈】惑星ロゴスの「12枚の花弁を持つ蓮華」
➢ 「12枚の花弁を持つ」ということから、この「蓮華」とはハート・チャクラの
ことではないか。

➢ 根本コメント 確かにその可能性の方が高いように思います。

【補足】Yukoさんからのご指摘①



3つの主要センターの統合
p.214：後ろから6行目以降

⚫ 主要センターの統合
➢ この時代の終わりには、シャンバラのサナット・クマラがハイラーキーと
人類というセンターの代理人たちをオーバーシャドーし、生命を吹き込
むことによって、3つの主要センターは、統合され同調した完全な活動を
行うようになるであろう。

➢ そのとき、3つの主要センターの集結したエネルギーが他の4つのセン
ターを支配し、すべての自然王国における生命表現の顕現を統御する
ようになるだろう。

➢ 【根本コメント】 他の4つのセンターとは、3つの主要センター（ヘッド＝
シャンバラ、ハート＝ハイラーキー、喉＝人類）以外の4つのセンターの
ことか？

➢ 【Yukoさんの別解釈】 3つの主要センターとは人間王国、ハイラーキー、
シャンバラであり、他の4つのセンターは、エレメンタル王国、鉱物王国、
植物王国、動物王国のことではないか。

【補足】Yukoさんからのご指摘②



2023年11月13日（月）

『テレパシーとエーテル体』
6 惑星生命－太陽系の一つのセンター

215頁、後ろから2行目から始めます！



惑星のエーテル体
p.215：後ろから2行目以降

⚫惑星のエーテル体
➢ ここで私たちが考察してきたすべてのことがこの惑星のエー
テル体内で起こっている。

➢ なぜなら、これらのセンター（根本注：シャンバラ、ハイラー
キー、人類というセンター）はすべてエーテルの状態で存在
し、そのような状態でのみ存在しており、シャンバラやハイ
ラーキーの「エネルギーの単位たち」が肉体をまとって機能
しているという事実には影響されないからである。肉体をま
とっている存在もいれば、まとっていない存在もいる。

➢ この両方のセンター（根本注：シャンバラとハイラーキー）内
において条件づける生命はエーテル的な手段を通してのみ
働き、エネルギーを行使し統御している。



質料と物質
p.216：4行目以降

⚫質料（substance）と物質（matter）
➢ 人類センターは、その「エネルギーの単位たち」と共に現在
は主に純粋に肉体レベルで、つまり私たちが「物質」と呼ん
でいるタイプの質料を介して働いている。人々は外的な形態、
有形の元素、物質的な要因に働きかけている。

✓ 【根本コメント】ここでは、物質は質料のひとつのタイプと
している。

➢ 他のセンター（根本注：シャンバラとハイラーキー）の「単位
たち」は質料に働きかけ、物質には働きかけない。これは興
味深い極めて重要な違いである。

✓ 【根本コメント】ここでは、物質と質料は、それぞれ互いに
異なるものとしている。



3つのセンターの存在界層
p.216：7行目以降

⚫ シャンバラ
➢ 宇宙エーテル界の三つの最高のエーテル・レベルで働く。

➢ 【根本コメント】第一宇宙エーテル界＝ロゴス界、第二宇宙エーテル界＝
モナド界、第三宇宙エーテル界＝アートマ界

⚫ ハイラーキー
➢ 宇宙エーテル界の最初の界層であるブッディ界に存在し、その界層から
働く。

➢ 【根本コメント】第四宇宙エーテル界＝ブッディ界

⚫ 人類
➢ 主に濃密な宇宙物質界の三つの界層で働く。

➢ 【根本コメント】メンタル界＝マナス界＝宇宙気体、情緒界＝アストラル界
=宇宙液体、肉体界=物質界=宇宙固体

➢ 世界奉仕者の新集団には、物質と質料の両方に働きかけることのでき
る「エネルギーの単位たち」がいる。



物質界

アストラル界

メンタル界

ヘッドセンター

ハートセンター

喉センター

3つのセンターの存在界層
p.216：7行目以降

⚫ シャンバラ…宇宙エーテル界の三つの最高のエー
テル・レベル（ロゴス界、モナド界、アートマ界）で働
く。

⚫ ハイラーキー…宇宙エーテル界の最初の界層であ
るブッディ界で働く。

⚫ 人類…主に濃密な宇宙物質界の三つの界層（メン
タル界、アストラル界、物質界）で働く。



質料と物質、再び
p.216：後ろから8行目以降

⚫質料と物質
➢ 非常に興味深い違いと滅多に把握されないことがある。

➢ 秘教的に言えば、「物質」もしくは物質的という用語は三界
のすべての形態を指している。一般の人々には、メンタル作
用が生じるときに用いる媒体と、すべての想念形態が作ら
れるものが、霊的な観点から見れば、物質であるということ
を理解するのは難しい。しかし、そうなのである。

➢ 質料とは－専門的に言えば、また秘教的に理解すると－実
際には宇宙エーテル物質、つまり私たちの七つの界層の四
つの高位界層を構成する物質である。



物質界

アストラル界

メンタル界

質料と物質
p.216：後ろから8行目以降

⚫ 質料とは－専門的に言
えば、また秘教的に理
解すると－実際には宇
宙エーテル物質、つまり
私たちの七つの界層の
四つの高位界層を構成
する物質である。

⚫ 秘教的に言えば、「物
質」もしくは物質的という
用語は三界のすべての
形態を指している。

質料

物質



質料と物質、再び
p.216：後ろから8行目以降

⚫質料と物質
➢ 非常に興味深い違いと滅多に把握されないことがある。

➢ 秘教的に言えば、「物質」もしくは物質的という用語は三界
のすべての形態を指している。一般の人々には、メンタル作
用が生じるときに用いる媒体と、すべての想念形態が作ら
れるものが、霊的な観点から見れば、物質であるということ
を理解するのは難しい。しかし、そうなのである。

➢ 質料とは－専門的に言えば、また秘教的に理解すると－実
際には宇宙エーテル物質、つまり私たちの七つの界層の四
つの高位界層を構成する物質である。

➢ 人間の視点から見れば、宇宙エーテル質料に働きかけ、そ
れを用いる能力は、抽象マインドが目覚め、具体的マインド
に印象づけ始めたときに、まず最初に実証される。



物質界

アストラル界

メンタル界

質料と物質
p.216：後ろから3行目以降

⚫人間の視点から見れ
ば、宇宙エーテル質料
に働きかけ、それを用
いる能力は、抽象マイ
ンドが目覚め、具体的
マインドに印象づけ始
めたときに、まず最初
に実証される。

質料

物質低位メンタル界
（低位具体マインド）

高位メンタル界
（高位抽象マインド）



直観について
p.216：後ろから2行目以降

⚫直観について
➢ 直観とはエーテル質料をまとったアイディアであり、これらのアイディ
アに感応するようになった瞬間、人間はエーテルを統御するテクニッ
クを習得し始めることが可能になる。

➢ これはすべて、実際には、偉大な創造過程の一つの様相である。

➢ ブッディ的な存在レベル（最初の、つまり最低の宇宙エーテル）から
発せられるアイディアはメンタル界の抽象レベルの物質をまとわなけ
ればならない。次に、具体メンタル界の物質をまとい、後に欲求物質
（根本注：アストラル界の物質）、そして最後に（それほど長く生きてい
るならば）物質的な形態になる。

➢ 聖なる意識の直観レベルから来るアイディアが真のアイディアである。

➢ そのアイディアは、装備（根本注：表現媒体）の中に同じ特質の質料
がある人によって認められ、理解される－なぜなら、人間とアイディ
アの磁力的な関係こそが、それを理解できるようにしているからであ
る。



創造について
p.217：7行目以降

⚫創造について
➢ この偉大な創造過程において、もしできるならば、彼はアイ
ディアに形態を与えなければならない。

➢ このようにして創造的な芸術家や創造的な人道主義者が誕
生し、それによって聖なる創造的な意図が促進される。

➢ しかしながら、アイディアが死産や流産に終わることで、顕
現へと到達するのに失敗することもある。



人間の3つの主要センター
p.217：後ろから7行目以降

⚫人間の3つの主要センターについて
➢ 3つの主要センターに対応するものが人間のエーテル体に
あり、その対応物それぞれがその高位の対応物に関係して
いるため、対応する高位の媒介によって「印象づけられるこ
と」、つまりその影響を受けて目覚めさせられることはよく知
られている。



人間の3つの主要センター
p.217：後ろから7行目以降

⚫ 3つの主要センターに対応するものが人間のエーテル体にあり、その対応
物それぞれがその高位の対応物に関係しているため、対応する高位の媒
介によって「印象づけられること」、つまりその影響を受けて目覚めさせられ
ることはよく知られている。

↑人間のエーテル体に
存在する7つのセンター

ヘッドセンター

ハートセンター

喉センター



人間の3つの主要センター①
p.217：後ろから4行目以降

⚫ シャンバラ
➢ シャンバラという惑星センターからのエネルギーは、人間が
十分に発達したとき、ヘッド・センターつまり千枚の花弁を持
つ蓮華を用いる。

➢ このセンターは、霊的人間の生命内にある聖なる意志の媒
介であり、霊的トリアッドを通して働く。



物質界

アストラル界

メンタル界

ヘッドセンター

ハートセンター

喉センター

⚫ シャンバラという惑星センターからのエ
ネルギーは、人間が十分に発達したと
き、ヘッド・センターつまり千枚の花弁
を持つ蓮華を用いる。

⚫ このセンターは、霊的人間の生命内に
ある聖なる意志の媒介であり、霊的ト
リアッドを通して働く。

霊的トリアッド



人間の3つの主要センター①
p.217：後ろから4行目以降

⚫ シャンバラ
➢ シャンバラという惑星センターからのエネルギーは、人間が
十分に発達したとき、ヘッド・センターつまり千枚の花弁を持
つ蓮華を用いる。

➢ このセンターは、霊的人間の生命内にある聖なる意志の媒
介であり、霊的トリアッドを通して働く。

➢ それは、アンターカラナが構築されたか構築される過程にあ
るときに初めて、前向きに有効になる。



物質界

アストラル界

メンタル界

ヘッドセンター

ハートセンター

喉センター

⚫ シャンバラという惑星センターからのエ
ネルギーは、人間が十分に発達したと
き、ヘッド・センターつまり千枚の花弁
を持つ蓮華を用いる。

⚫ このセンターは、霊的人間の生命内に
ある聖なる意志の媒介であり、霊的ト
リアッドを通して働く。

霊的トリアッド

アンターカラナ

アンターカラナ



人間の3つの主要センター②
p.218：1行目以降

⚫ハイラーキー
➢ ハイラーキーという惑星センターからのエネルギーはハー
ト・センターを用いる。

➢ このセンターは、個々の熱誠家や弟子の魂を通して働く（基
本的には善をなさんという意志を表現する）聖なる愛の媒介
である。

➢ これは、魂との接触がある程度達成され、熱誠家が魂を吹
き込まれたパーソナリティーになる途上にあるときに可能に
なる。



物質界

アストラル界

メンタル界

ヘッドセンター

ハートセンター

喉センター

⚫ ハイラーキーからのエネルギーはハー
ト・センターを用いる。

⚫ このセンターは、魂を通して働く聖なる
愛の媒介である。

⚫ これは、魂との接触がある程度達成さ
れ、熱誠家が魂を吹き込まれたパーソ
ナリティーになる途上にあるときに可能
になる。

パーソナリティー



人間の3つの主要センター③
p.218：5行目以降

⚫人類
➢ 第3の惑星センターである人類からのエネルギーは喉セン
ターを用い、統合したパーソナリティーを通して働く。

➢ したがって、これは比較的高い進化的な開花が達成された
ときにのみ可能である。

➢ 【根本コメント】逆に言えば、比較的高い進化的な開花が達
成される以前は、ヘッド・センターとハート・センターの2つが
重要である ⇒ 【ツインハート瞑想】

➢ 喉センターは、低位性質がある程度理想主義的な熱誠に従
属したときに初めて、創造的かつ霊的に活発になる。

➢ 統合した人間全体がその道具になり、すべての創造的な能
力を表現へと呼び起こすほど大きな性質のものである。



物質界

アストラル界

メンタル界

ヘッドセンター

ハートセンター

喉センター

⚫ 第3の惑星センターである人類からの
エネルギーは喉センターを用い、統合
したパーソナリティーを通して働く。

⚫ それは、統合した人間全体がその道具
になり、すべての創造的な能力を表現
へと呼び起こすほど大きな性質のもの
である。

パーソナリティー



この太陽系におけるハート・センター
p.218：後ろから6行目以降

⚫ハート・センター
➢ この太陽系においては、通常はハート・センターが最初に目
覚めて活発になる。

➢ そのセンターが生命に満ち、ある程度の活動が始まると、た
だちに他の2つの主要センター（根本注：ヘッド・センターと喉
センター）は目覚め始めることが可能になる。

➢ これに対応するものとして、ハイラーキーが惑星のヘッド・セ
ンターと喉センターであるシャンバラと人類の間の媒介要因、
つまり中間要因であるという事実が見られる。

➢ そのため、すべての教えに置いて、ハートの様相に重点が
置かれるのである。



受容的な分配する媒介である
2つのセンター

p.218：後ろから1行目以降

⚫ アジュナ・センター（眉間のセンター）（＝第6チャクラ）

➢ 3つの主要センターと関連して働くが、現在の人類の発達段
階では、ハート・センターと喉センターから受け取った魂の
フォースと霊的なエネルギーの分配者として働いている。

⚫太陽叢センター（＝第3チャクラ）

➢ 仙骨センター（＝第2チャクラ）と生命のセンターである脊柱
基底センター（第１チャクラ）と関連して働くが、それはまた、
横隔膜よりも下にあるすべての補助的なセンターに働きか
け、それらのエネルギーを集めて変性し、純化されたものを
高位の主要センターに送る。



存在しようという意志と生きようという意志
p.219：7行目以降

⚫存在しようという意志（the will-to-be）
➢ ある見方をすれば、不死のエネルギーである。

➢ ヘッド・センターに流れ込み、ヘッド・センターを通して働くエ
ネルギーである。

➢ 聖なる霊的人間に関係し、魂と、したがってハート・センター
と密接に結びついている。

⚫生きようという意志（the will-to-live）
➢ 自己保存という基本的な本能として現われ、脊柱基底のセ
ンターに明確に集中しているのが見られる。

➢ この意志はパーソナリティーに関係しており、欲求と、した
がって太陽叢センターと密接に結びついている。

➢ これまで認知されていなかったエネルギーの直接的な経路が
脊柱の最低位のセンターと太陽叢センターの間に存在する。



重要な要素①
p.219：後ろから1行目以降

⚫重要な要素…光線や進化段階に関係なく、各々すべての人
にとって同じである。

1. 人間のエーテル体は惑星のエーテル体の不可欠な部分で
あり、多くの循環するエネルギーの滞りのない分配に敏感
に反応する。

2. 人間としての表現を構成し、彼を彼であるものにする3つの
周期的な媒体（モナド、魂、パーソナリティー）はそれぞれ、
3つの惑星センター、つまりシャンバラ、ハイラーキー、人類
に関係しており、したがって個人の3つの主要センターにも
関係している。

3. 横隔膜よりも上にある人間の3つのセンター（ヘッド、ハート、
喉センター）は、3つの惑星センターからのエネルギーを受
け取る器官である。



重要な要素②
p.219：後ろから1行目以降

⚫重要な要素（続き）
4. ヘッド、ハート、喉センターを経由して受け取ったエネル

ギーを分配する媒介は眉間のアジュナ・センターである。

5. 横隔膜よりも下にあるすべてのセンターのエネルギーの純
化と変性と伝達のための媒介は太陽叢センターである。人
類の大部分が現在働いているのはこのセンターを通してで
ある。それは、ハート・センターが目覚めてパーソナリティー
を統御し始めるまでは、エネルギーの受容と分配を主に統
御するセンターである。

【根本コメント】ドランバロ・メルキゼデクが教えているマカバ瞑想は、
エネルギーの中心を、太陽叢センターからハート・センターに

持ち上げることが、そのひとつの目的である。
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⚫ 葦原瑞穂・著『黎明』と私論『宇宙の創造原理』②

➢ 日時：11月25日（土）19:00～21:00 ［ZOOM］

➢ 内容：『黎明』（2017年新版、葦原瑞穂・著、太陽出版・刊）の上巻・後
半部分である「第八章 誕生と死」から「第十五章 チャネリング」まで
に記されている内容をご紹介するとともに、試論・私論『宇宙の創造原
理』との間での考え方の共通点・相違点について議論します。

➢ 詳細：ウエブサイト準備中

➢ お申し込み：ウエブサイト準備中

生命システム研究所
https://life-system-labo.com/



満月ツインハート瞑想会＆新月読書会
毎月満月の日の21時～22時に、ZOOM上で無料で開催します。

初心者大歓迎！ 聖なる愛と光を地球全体に送るための瞑想法です。

⚫ 2023年11月27日（月）21時～22時、担当：あんどうさわこ
⚫ 2023年12月27日（水）21時～22時、担当：あんどうさわこ

必ずウエブサイトから申し込んでください。
https://life-system-labo.com/2022-3twinheart/

2024年も同様に、毎月満月の日の21時から、
ZOOM上で、ツインハート瞑想会を開催します！

2023年1月22日より、毎月新月の日の21時からアリス・ベイリー
著『テレパシーとエーテル体』の読書会とシェア会を開催してい
ます。ウエブサイトから申し込んでください。

2024年も同様に、毎月新月の日の21時から、
ZOOM上で、読書会とシェア会を開催します！

⚫ 2024年のテキストについては、『テレパシーに関する教え』を考えています。
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